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 2011年3月11日に発生した東日本大震災による巨大地震津波は東北地方の太

平洋沿岸に壊滅的な被害をもたらした。地震の規模、震源域の大きさ、津波の

高さ、浸水域の広さなど、あらゆる面で想定を超える巨大地震津波であったこ

とが、被害の拡大につながった。従来、津波対策は主に防波・防潮堤といった

ハード面にのみ頼ってきたが、今回のような再現期間 1,000 年を超える巨大津

波に対してはそれだけでは防ぎ切れず、避難を含めたハード・ソフト両面での

総合対策が不可欠であることが教訓として残された。 

 本講演では、日本建築学会の調査団の一員として東日本大震災の被災地（岩

手県久慈市から宮城県山元町に至る沿岸）を訪れ、建築物の津波被災状況の調

査に当たった経験をもとに、巨大津波災害の実態をスライド写真やビデオ映像

を交えて報告し、今後の地震津波に対するハード・ソフト両面での対策を考え

る上での課題を整理した。 

 

 

 


